
平成２８年２月現在

大項目 詳細項目

原則として、診療科領域を問わず、す
べての重篤な小児救急患者を２４時間
体制で必ず受け入れる。

運営方針として、「重症度や緊急性の高い病気・けがの子どもたちを、２
４時間３６５日、受け入れられるように取り組みます。」を掲げ、小児救
急患者を２４時間受入れする体制を整えている。

○

医学生、臨床研修医、医師、看護学
生、看護師及び救急救命士等に対する
小児救急医療の臨床教育を行う。

初期臨床研修における小児科研修の実施機関としての参加や地元消防機関
からの救急救命士教育の受託を通じて、小児救急医療に係る臨床教育を実
施している。今後、小児救急医養成のため、小児救急患者対応医専門研修
を実施する予定である。

○

専用病床（小児集中治療室病床６床以
上）を適当数有する。

２７年１１月にＰＩＣＵ８床を稼動し、２８年２月からは救急棟でのＰＩ
ＣＵ８床の運用を開始した。施設・設備としてはＰＩＣＵ１６床整備済。

○

小児集中治療室には、２４時間診療体
制を確保するために、必要な職員を配
置する。

医師（救急科・集中治療科）は平日日勤５～８名、休日日勤２名、夜勤・
準夜勤各２名である。
看護師は平日・休日日勤１０～１５名、準夜勤・夜勤各４名体制を採って
おり、ＰＩＣＵ８床に対し、２：１看護体制を確保している。
２８年２月時点の医師、看護師数は２７年３月末時点と比べ増員されてい
る。（専任医師３→１０名、専任看護師２５→３７名）

○

専従の医師については、集中治療専門
医、小児科専門医、救急科専門医な
ど、小児集中治療に指導的立場にある
人を１人以上含む。

救急科・集中治療科の専従医師は常勤で１０名在籍している。そのうち、
集中治療専門医は２名、小児科専門医が６名、救急科専門医が５名であ
る。

○

小児集中治療室病床については、年間
おおむね３００例以上の入院を取り扱
う。

ＩＣＵ８床での２６年度入院者数は２３８名であった。ＰＩＣＵ８床が稼
動した２７年１１月は４０名、１２月は４７名であることを踏まえれば、
年間入院者数は３００名を超える見込みである。

○

小児集中治療室病床への入院のうち、
相当数が救急外来からの入院又は他院
からの搬送入院である。

２６年度の他院からの搬送受入人数は７６名、うち、掖済会、豊橋市民、
市立半田、藤田など、救命救急センターからの搬送入院が４７名（６１．
８％）であった。
２７年４月～２８年１月実績は８０名で、２６年度の年間実績を上回って
いる。

○

救急搬送を相当数受け入れている。
２６年度は５０８件、２７年４月～２８年１月は４０７件を受け入れた。
傷病程度別では、２６年度は重症患者の６４％が知多半島医療圏以外から
の救急搬送であった。

○

緊急検査室、放射線撮影室、手術室等
については、優先して使用できる体制
を確立されている。

救急外来専用の診察室を２室有する。この他、優先使用できる手術室１
室、放射線撮影室１室、検査室１室を有する。

○

診療に必要な施設は耐震構造であるこ
と。

建築基準法第１８条第３項に適合しており、耐震構造である。 ○

小児救命救急センターとして必要な医
療機器を備えている。

救急蘇生装置、除細動器、Ｘ線撮影装置、人工呼吸器、血液ガス分析装置
等、小児救急医療に必要な医療機器を配備している。

○

「愛知県小児救命救急センター設置要綱」に基づく小児救命救急センター指定要件確認表

主な要件項目
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